
対応方法

○涼しい場所へ移動し、衣服を
ゆるめて安静にする
○冷たい水や塩分を補えるスポ
ーツドリンクをゆっくり飲む
○水でぬらしたタオルや冷却材
で、首やわきの下、太ももの
付け根を冷やす
※自分で水分・塩分を摂れない
とき、症状が改善しないときは
すぐ医療機関を受診しましょう。

対応方法

○すぐに救急車を要請する
○救急車が到着するまでは、涼
しい場所へ移動し、衣服をゆ
るめる
○体に水をかけたり、濡れタオ
ルをあててあおぐなど、体を
冷やす。

［軽い症状］めまい、立ちくらみ、

こむら返り(痛い)、汗が止まら

ない

［やや重い症状］頭痛、吐き気、

体がだるい

［重い症状］高い体温、まっすぐ

歩けない、意識が無い、呼びか

けに対し返事がおかしい、けい

れん

NO.1817

8 11

［2面］東京都シルバーパス更新の案内を送付、パンフレット「知って安心 認知症」配布中

［3面］8月15日正午に1分間の黙とうを ［4面］おいしいメニューコンクール募集中

今号の
主な内容

▲暑い夏。正しく知識を身につけて自分の体を守りましょう。

熱中症は誰もがかかる可能性があり、重

症化すると死に至る危険もあります。連日

の暑さで体力が低下しがちなこの時期は、

特に注意が必要です。正しい知識を身につ

けて適切な対策を行いましょう

▢問 保健予防課感染症対策係☎3647-5879

熱中症は外の気温や湿度が高いとき、
屋外でのスポーツや労働時、熱帯夜やそ
の翌日、気温が高い室内での家事や飲酒
時に起こりがちです。こんな予防を心が
けましょう。
○のどが渇く前にこまめに水分補給。汗

をかいたら塩分も

○室内や屋外の気温に気を配る

○エアコンと扇風機を上手に使う

○帽子や日傘で直射日光を避け、通気性

の良い服装に

○規則正しい食事で栄養補給

○暑さや疲れ、体調不良を感じたら休息

する

○家族、ご近所、職場でお互いを気づか

い、声をかけ合う

迷ったら｢＃7119｣へ
電話
｢救急車を呼んだ方がよい？｣、
｢すぐに病院に行った方がよ
い？｣など、判断に迷いがある
時は、まずは｢＃7119｣東京消防
庁救急相談センターへ電話を

当日の暑さ情報を入手
し対策を
これからの時期、朝晩涼しく

なっても油断は禁物です。日中
気温が急上昇することがあるの
で、外出前に当日の暑さを調べ
て必要な対策を行いましょう。
環境省ホームページ( ▢HP http：
／／www. wbgt. env.
go.jp／)から暑さ指
数の予測値・実況値
のメール配信サー
ビスが利用できます。

［主な用途例］
・公共のトイレに付き添うとき

・男性介護者が店頭で女性用の下着を購入するとき

・病院に付き添うとき

・女性専用車両を男性介護者が利用するとき

・ちょっとした手助けをしてもらいたいとき

区では、認知症など外見では介護を必要だと分かりにくい人を介護する方が、
偏見や誤解を受けることのないよう、介護中であることを知ってもらい、周囲の
理解と協力を得られる環境づくりを目指して、8月から｢介護マーク｣を配布して
います［配布対象者］高齢者または障害者等の介護をする方［配布場所］高齢者支
援課(区役所3階10番)、障害者支援課(区役所隣防災センター2階15番)、各長寿サ
ポートセンター、各長寿サポート▢問 高齢者支援課高齢者相談係☎3647-4324、
高齢者支援課認知症支援担当☎3647-4398、℻3647-9247

▲一目でわかるシン
プルなデザイン。
｢介｣の字は、人が人
を支える姿を表現

二次元
コード

高齢者は特に注意！
高齢になると暑さを感じにく

く、汗が出にくくなるため注意
が必要です。

特に高齢者はのどが渇かなく
ても水分補給を！



2平成26年(2014年)�月11日
江東区ホームページ http://www.city.koto.lg.jp

http://www.city.koto.lg.jp/m(携帯)

こうとう区報では、本文の文字に見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

区
で
は
︑
協
働
事
業
提
案
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
︒
こ
の
制
度
は
︑

市
民
活
動
団
体
等
か
ら
︑
柔
軟
な
発

想
や
専
門
性
を
生
か
し
た
協
働
事
業

提
案
を
募
集
し
︑
専
門
家
や
公
募
区

民
の
方
を
含
む
﹁
江
東
区
区
民
協
働

推
進
会
議
﹂
で
審
査
を
行
い
︑
採
択

さ
れ
た
事
業
を
提
案
団
体
と
区
が
協

働
で
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
す
︒

�
月
に
平
成

年
度
協
働
事
業
提

26

案
の
募
集
を
行
い
︑
応
募
の
あ
っ
た

�
件
に
つ
い
て
︑
書
類
審
査
︵
一
次

審
査
︶
を
行
っ
た
結
果
︑
一
次
審
査

を
通
過
し
た
�
件
に
つ
い
て
二
次
審

査
︵
提
案
団
体
に
よ
る
公
開
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
︶
を
実
施
し
ま
す
︒

こ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提

案
団
体
か
ら
の
事
業
説
明
と
審
査
員

︵
江
東
区
区
民
協
働
推
進
会
議
委

員
︶
に
よ
る
質
疑
応
答
を
公
開
し
ま

す
︒
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
︒

※
提
案
事
業
の
概
要
や
当
日
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
︒

※
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
公
開
で

行
い
ま
す
が
︑
審
査
会
は
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
終
了
後
に
非
公
開
で
行

現
在
ご
使
用
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の

有
効
期
限
は
︑
�
月

日
︵
火
︶
ま

30

で
で
す
︒
更
新
手
続
き
は
︑
�
月
下

旬
に
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
︑

よ
く
お
読
み
の
う
え
︑
�
月
中
に
指

定
の
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
︒
手

続
き
に
必
要
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
︒

﹇
対
象
﹈

歳
以
上
の
区
民
の
方

70

﹇
共
通
の
必
要
書
類
等
﹈更
新
申
込
書
︑

本
人
確
認
書
類
︵
保
険
証
等
︶
︑
現

在
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス

﹇
そ
の
他
必
要
書
類
等
﹈

○
平
成

年
度
非
課
税
の
方
：
更
新

26

料
�
︑
	
	
	
円
︑
非
課
税
を
確
認

す
る
書
類
︵
平
成

年
度
介
護
保
険

26

料
額
決
定
通
知
書
の
保
険
料
段
階
に

﹁
�
﹂﹁


﹂﹁
特
例
�
﹂﹁
�
﹂﹁
特
例

�
﹂
﹁
�
﹂
の
い
ず
れ
か
が
記
載
さ

れ
た
も
の
・
平
成

年
度
非
課
税
証

26

明
書
・
生
活
保
護
受
給
証
明
書
の
う

ち
�
点
︶

○
平
成

年
度
課
税
で
︑
平
成

年

26

25

の
合
計
所
得
金
額
が
�


�
万
円
以

下
︵
税
制
改
正
前
の
非
課
税
限
度

額
︶
の
方
：
更
新
料
�
︑
	

	

	

円
︑

平
成

年
の
合
計
所
得
金
額
が
�



25

�
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
書
類
︵
平
成

年
度
介
護
保
険

26

料
額
決
定
通
知
書
の
保
険
料
段
階
に

﹁
�
﹂
の
記
載
が
あ
る
も
の
・
平
成

年
度
課
税
証
明
書
・
生
活
保
護
受

26給
証
明
書
の
う
ち
�
点
︶

○
平
成

年
度
経
過
措
置
と
し
て
昨

25

年
度
�
︑
	
	
	
円
で
パ
ス
を
受
け

た
方
：
更
新
料
�
︑
	
	
	
円

う
た
め
︑
採
択
事
業
は
後
日
区
報
・

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
︒▢時

�
月

日
︵
木
︶
午
後
�
時
半

28

～

▢場
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
�
階

第
�
～
�
会
議
室
︵
東
陽
�
︱

︱

11

�
︶
▢人
協
働
事
業
や
市
民
活
動
に

関
心
の
あ
る
区
民
の
方
や
区
内
で
活

動
す
る
市
民
活
動
団
体
の
方

人
程

20

度
︵
途
中
入
退
室
可
︶

▢保
�
歳
�
か
月
以
上
の
未
就
学
児

人
︵
申
込
順
︑
�
月

日
︵
金
︶
～

10

15

日
︵
火
︶
に
電
話
で
※
定
員
に
な

19り
し
だ
い
終
了
︶

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢問
地
域
振
興
課
区
民
協
働
推
進
担

当

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
	

区
で
は
︑
認
知
症
に
関
す
る
情
報

を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
︑
配
布
し
て
い
ま
す
︒

項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
認
知
症

20
の
疑
い
を
確
認
で
き
る
﹁
自
分
で
で

き
る
認
知
症
の
気
づ
き
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
﹂
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
︒

﹇
配
布
場
所
﹈こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
︵
区
役
所



階
︶
︑
出
張
所
︑

高
齢
者
支
援
課
︵
区
役
所
�
階

番
︶
︑

10

各
長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
︑
各
長

寿
サ
ポ
ー
ト
︑
福
祉
会
館
︑
グ
ラ
ン

チ
ャ
東
雲
︑
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
︑

保
健
所
︑
各
保
健
相
談
所
︑
図
書
館

※
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
︒

認
知
症
は
身
近
な
病
気

早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
大
切

最
新
の
国
の
研
究
で
は
︑

歳
以

65

上
の
高
齢
者
の
約

％
が
認
知
症
だ

15

と
い
わ
れ
︑
誰
で
も
か
か
る
可
能
性

の
あ
る
脳
の
病
気
で
す
︒

し
か
し
︑
治
療
に
よ
り
治
る
認
知

症
が
あ
り
ま
す
︒
ま
た
︑
早
期
ほ
ど

薬
で
病
気
の
進
行
を
遅
ら
せ
︑
健
康

な
時
間
を
長
く
で
き
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
︒

認
知
症
の
疑
い
に
気
づ
い
た
ら
︑

か
か
り
つ
け
医
や
長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
相
談
機
関
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
︒

区
で
は
︑
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
介
護
者
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
︒

▢問
高
齢
者
支
援
課
認
知
症
支
援
担

当

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

○
そ
の
他
の
方
：
更
新
料


	
︑
�

�
	
円

※
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
は
再

発
行
で
き
ま
せ
ん
︒
�
月
に
送
付
さ

れ
た
仮
決
定
通
知
書
で
は
な
く
︑
�

月
以
降
に
届
い
た
本
決
定
通
知
書
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
︒

※
非
課
税
等
を
確
認
す
る
書
類
は
更

新
窓
口
で
は
提
示
の
み
で
す
︒

▢問
東
京
バ
ス
協
会
︵
シ
ル
バ
ー
パ

ス
専
用
︶
☎
(
�
�
	
�
)
�
�
�
	

︵
土
・
日
曜
︑
祝
日
を
除
く
午
前
�

時
～
午
後
�
時
︶

9／1(月)〜5(金)、8(月)、
26(金)、29(月)

都営大江戸線門前仲町駅構内
コンコース(門前仲町2-5-2先)

9／1(月)〜4(木)、29(月)、
30(火)

カメリアプラザ(亀戸文化センタ
ー)2階大研修室(亀戸2-19-1)

利用期間

9／1(月)〜5(金)、17(水)
〜19(金)

江東区文化センター2階展示室
(東陽4-11-3)

会場名

シルバーパス臨時更新窓口
［受付時間］各会場とも10：00〜15：30

9／17(水)〜19(金)
小松橋区民館5階タウンホール
(扇橋2-1-5)

9／19(金)、22(月)
交通局研修所4階視聴覚室(東
雲2-7-41深川車庫内)

9／9(火)〜12(金)
砂町区民館3階タウンホール
(北砂4-7-3)

9／9(火)、10(水)、24(水)、
25(木)

南砂区民館4階ホール(南砂6-8
-3)

9／11(木)、12(金)、16(火)、
17(水)

都営大江戸線森下駅構内コン
コース(森下2-17-17)

①9／1(月)、2(火)②9／29
(月)、30(火)

豊洲文化センター(豊洲2-2-
18)①地下1階レクホール②1階
第5・6会議室

9／3(水)〜5(金)、24(水)
〜26(金)

総合区民センター2階レクホー
ル(大島4-5-1)

9／8(月)、9(火)、22(月)、
24(水)

東大島文化センター4階レクホ
ール(大島8-33-9)

﹁
高
齢
者
あ
ん
し
ん
情
報
キ
ッ

ト
﹂
と
は
︑
救
急
医
療
な
ど
の
際
に

適
切
で
迅
速
な
処
置
が
で
き
る
よ
う

に
︑
専
用
の
容
器
に
持
病
や
服
薬
等

の
医
療
情
報
や
緊
急
連
絡
先
等
を
記

載
し
た
情
報
シ
ー
ト
を
入
れ
て
冷
蔵

庫
に
保
管
し
て
お
く
も
の
で
す
︒

区
内

か
所
の
長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ

21

ン
タ
ー
・
長
寿
サ
ポ
ー
ト
ま
た
は
高

齢
者
支
援
課
地
域
福
祉
係
︵
区
役
所

�
階
�
番
︶
で
︑
申
請
に
基
づ
き
無

料
で
配
布
し
て
い
ま
す
︒

▢人
区
内
在
住
で

歳
以
上
の
一
人

65

暮
ら
し
等
の
方

▢費
無
料

▢申
各
長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・

各
長
寿
サ
ポ
ー
ト
ま
た
は
高
齢
者
支

援
課
地
域
福
祉
係
窓
口
で

▢問
高
齢
者
支
援
課
地
域
福
祉
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�


�
�

﹁
み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に
す

る
運
動
﹂
︵
秋
の
一
斉
清
掃
︶
を
行

い
ま
す
︒

ご
み
や
た
ば
こ
の
吸
殻
の
ポ
イ
捨

て
の
な
い
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
︑
町
会
・
自
治
会
︑
事
業

所
等
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
︒

▢時

月
�
日
︵
日
︶
※
雨
天
の
場

11

合
︑

月

日
︵
日
︶
に
延
期

11

16

▢内
区
内
の
歩
道
・
公
園
な
ど
の
清

掃
活
動
※
ご
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出

た
ご
み
︑
粗
大
ご
み
︑
マ
ン
シ
ョ
ン

敷
地
内
の
剪
定
枝
︑
道
路
上
な
ど
に

不
法
投
棄
さ
れ
た
家
電
・
自
転
車
な

ど
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
︒

▢問
環
境
保
全
課
環
境
美
化
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

長寿サポートセンター(☆印)・長寿サポート(無印)

海辺12-13海辺
住吉1-17-11住吉

白河3-4-3-201
所在地

白河☆

愛称

枝川1-8-15-101枝川

豊洲4-1-1-802
豊洲☆ 東雲2-2-29東雲

東陽☆ 東陽2-1-2東陽南
塩浜2-7-2塩浜

冬木16-7
冬木☆

古石場2-14-1-101古石場
東陽6-2-17

所在地

大島☆

亀戸☆

愛称

亀戸北
大島6-14-4-103
亀戸4-21-13
亀戸6-16-7

東砂4-20-15
東砂☆

北砂6-20-30北砂東

北砂2-1-16北砂西
新砂3-3-37新砂

大島9-6-16大島東
南砂2-3-5-102

南砂☆

大島4-1-37大島西

■専用容器に持病・服薬等の医療情報や緊急連絡
先等記入した情報用紙を入れ冷蔵庫へ。いざと
いうとき安心です。
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例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

毎週水曜、区役所本庁舎の窓口時間を午後7時まで延長しています。取り扱い業務の詳細については各担当窓口へご確認ください。

﹁
あ
り
の
ま
ま
﹂
で
生
き
る
こ
と

映
画
﹁
ア
ナ
と
雪
の
女
王
﹂
が

人
気
と
な
り
︑
そ
の
主
題
歌
が
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

﹁
あ
り
の
ま
ま
の
姿
﹂
︑
﹁
あ
り

の
ま
ま
の
自
分
﹂
と
い
う
歌
詞
に

多
く
の
人
が
勇
気
と
自
信
を
与
え

ら
れ
た
と
言
い
ま
す
︒

誰
も
が
恐
れ
や
不
安
を
感
じ
ず

に
﹁
あ
り
の
ま
ま
で
﹂
生
き
ら
れ

る
世
界
は
︑
ま
さ
に
﹁
人
権
﹂
が

守
ら
れ
た
社
会
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
︒

人
権
と
は
何
で
し
ょ
う

﹁
人
権
﹂
と
は
︑
誰
も
が
持
っ

て
い
る
︑
人
が
幸
せ
に
生
き
る
た

め
の
権
利
で
す
︒
外
か
ら
与
え
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
︑
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
も
の
で

す
︒普

段
は
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と

は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
︑
い

じ
め
や
差
別
な
ど
理
不
尽
な
扱
い

を
受
け
て
︑
初
め
て
﹁
人
権
﹂
の

大
切
さ
に
気
づ
く
も
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
︒

平
和
の
た
め
に
築
か
れ
た
人
権

か
け
が
え
の
な
い
多
く
の
命
が

失
わ
れ
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
︑

二
度
と
こ
の
よ
う
な
悲
劇
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
と
︑
�
�
�
�
年
︑

国
連
で
は
当
時
の
加
盟
国
が
賛
成

し
て
﹁
世
界
人
権
宣
言
﹂
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
︒

そ
し
て
︑
こ
の
宣
言
が
採
択
さ

れ
た

月

日
は
人
権
デ
ー
と
定

12

10

め
ら
れ
︑
日
本
で
は

月
�
日
か

12

ら

日
ま
で
を
﹁
人
権
週
間
﹂
と

10
位
置
づ
け
て
い
ま
す
︒

人
権
同
士
が
衝
突
し
な
い
た
め
に

他
者
の
痛
み
を
分
か
ち
合
い
共

感
で
き
る
心
が
︑
人
権
を
考
え
る

第
一
歩
に
な
り
ま
す
︒

し
か
し
往
々
に
し
て
︑
私
た
ち

は
︑
ほ
か
の
人
に
も
人
権
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
が
ち
で
す
︒
相
手
の

立
場
に
身
を
置
い
て
想
像
す
る
力

は
︑
共
に
生
き
て
い
く
う
え
で
大

き
な
助
け
に
つ
な
が
り
ま
す
︒

周
り
と
い
い
関
係
を
築
く
に
は

人
は
誰
で
も
好
き
嫌
い
や
善
い

悪
い
な
ど
︑
独
自
の
反
応
回
路
を

通
し
て
周
囲
と
対
話
し
て
い
る
と

言
い
ま
す
︒
ま
ず
は
そ
れ
に
気
づ

い
て
自
他
の
違
い
を
受
け
入
れ
て

み
ま
せ
ん
か
︒

相
手
を
拒
絶
し
な
い
こ
と
か
ら
︑

お
互
い
が
﹁
あ
り
の
ま
ま
で
﹂
い

い
関
係
を
築
い
て
い
く
プ
ロ
セ
ス

が
始
ま
り
ま
す
︒

毎
日
を
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に

何
が
で
き
る
の
か
︑
身
近
な
こ
と

か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
︒

▢問
人
権
推
進
課
人
権
推
進
担
当

☎
(
	


�
�
)
�
�


�

す
べ
て
の
人
が
｢あ
り
の
ま
ま
｣に
生
き
る
た
め
に

区
で
は
店
舗
や
診
療
所
な
ど
で
バ

リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
実
施
す
る

際
︑
工
事
費
の
一
部
を
助
成
す
る

﹁
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
施
設
整
備

助
成
﹂
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

店
舗
等
を
車
い
す
の
方
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
出
入
り
口
の
段
差
を
解

消
す
る
ス
ロ
ー
プ
の
整
備
や
自
動
ド

ア
の
設
置
の
ほ
か
︑
ど
ん
な
方
で
も

ト
イ
レ
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
手
す

り
を
設
置
す
る
な
ど
の
改
修
工
事
が

対
象
で
す
︒

改
修
工
事
前
に
届
出
が
必
要
で
す

の
で
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

﹇
対
象
建
築
物
﹈物
販
店
舗
︑
飲
食
店

サ
ー
ビ
ス
店
舗
︑
医
療
等
施
設
等

※
こ
の
他
に
も
対
象
と
な
る
建
築
物

も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
︒

﹇
助
成
件
数
﹈
	
件

﹇
助
成
額
﹈改
修
工
事
費
の
	
分
の



以
内
の
額
︵
上
限

万
円
︶

30

▢問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く

り
担
当

☎
(
	


�
�
)
�
�
�
�

道
路
利
用
の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

�
月
は
﹁
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
﹂

で
す
︒
こ
の
機
会
に
道
路
の
大
切
さ

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
︒

区
道
や
都
道
な
ど
の
公
道
は
︑
み

ん
な
が
使
う
公
共
の
場
で
す
︒
道
路

に
は
︑
私
達
の
生
活
を
支
え
る
身
近

で
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
︒
交
通

の
た
め
に
使
用
す
る
だ
け
で
な
く
︑

電
気
︑
ガ
ス
︑
上
下
水
道
な
ど
﹁
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
﹂
の
設
置
場
所
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
︒

道
路
を
広
く
︑
美
し
く
︑
安
全
に

利
用
す
る
た
め
に
︑
み
ん
な
で
﹁
ご

み
や
タ
バ
コ
を
捨
て
な
い
﹂
﹁
自
転

車
や
バ
イ
ク
を
放
置
し
な
い
﹂
﹁
勝

手
に
物
や
看
板
を
置
か
な
い
﹂
な
ど

の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
︒

道
路
占
用
許
可
申
請

道
路
上
に
物
を
設
置
す
る
時
は
︑

道
路
法
に
基
づ
く
﹁
道
路
占
用
許
可

申
請
﹂
が
必
要
で
す
︒
﹁
道
路
占
用
﹂

と
は
︑
道
路
管
理
者
以
外
の
人
が
道

路
上
に
物
を
設
置
し
︑
そ
の
部
分
を

独
占
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
す
︒
路

面
だ
け
で
な
く
︑
道
路
の
上
空
や
地

中
に
物
を
設
置
す
る
場
合
も
︑
道
路

占
用
許
可
申
請
が
必
要
で
す
︒

﹁
道
路
占
用
許
可
﹂
の
対
象
と
な

る
主
な
物
件
は
︑
商
店
や
会
社
の
看

板
や
日
よ
け
︑
商
店
街
の
装
飾
灯
や

ア
ー
チ
︑
工
事
用
の
仮
設
足
場
・
仮

囲
い
な
ど
で
す
︒
こ
れ
ら
に
は
大
き

さ
や
高
さ
︑
占
用
面
積
な
ど
の
基
準

が
あ
り
︑
基
準
に
合
わ
な
い
物
件
は

道
路
上
に
は
出
せ
ま
せ
ん
︒
詳
細
は

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
︑
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▢問
道
路
課
道
路
占
用
係

☎
(
	


�
�
)
�


�
�

﹁
土
の
う
﹂
は
区
指
定
日
に
配
送

区
で
は
浸
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
︑



～

月
に
毎
月
﹁
土
の
う
﹂
を
希

10

望
者
に
配
付
し
ま
す
︒
台
風
接
近
時

等
の
当
日
を
含
む
直
前
対
応
は
困
難

で
す
の
で
︑
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
︒

配
布
し
た
土
の
う
に
つ
い
て
は
︑

個
人
で
日
常
管
理
・
不
要
時
の
処
分

を
お
願
い
し
ま
す
︒
ま
た
︑
土
の
う

を
お
持
ち
の
方
で
︑
袋
が
破
損
し
て

い
る
場
合
は
︑
袋
の
み
の
配
付
も
行

っ
て
い
ま
す
︒

な
お
︑
多
量
の
場
合
等
︑
配
送
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

﹇
�
月
受
付
分
の
配
送
日
﹈
�
月
上
旬

の
区
が
指
定
す
る
日

▢申
�
月

日
︵
金
︶
ま
で
に
電
話

29

で
河
川
公
園
課
工
務
係

☎
(
	


�
�
)


�
	
� ▲ぜひご利用ください。

広
告
物
を
掲
出
す
る
際
は
屋
外

広
告
物
許
可
の
ご
相
談
を
！

建
築
物
の
壁
面
︑
屋
上
ま
た
は
自

立
式
の
も
の
な
ど
︑
屋
外
に
広
告
物

を
設
置
さ
れ
る
方
は
区
へ
の
許
可
申

請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
︒
自

分
の
店
舗
名
︑
会
社
名
等
の
文
字
で

も
表
示
面
積
が

㎡
を
超
え
る
場
合

10

は
︑
許
可
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
︒

最
近
で
は
︑
地
震
や
台
風
等
の
災

害
時
に
お
け
る
広
告
物
の
安
全
性
に

つ
い
て
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
︑
設

置
工
事
や
そ
の
後
の
管
理
が
適
切
に

行
わ
れ
な
い
と
︑
非
常
に
危
険
で
す
︒

屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
基
準
が

条
例
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
︑
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
︒

▢問
管
理
課
管
理
係

☎
(
	


�
�
)
�




�

街
の
美
観
を
損
な
う
違
法
な

広
告
物
は
や
め
よ
う

電
柱
や
街
路
灯
等
に
掲
出
さ
れ
て

い
る
違
法
な
広
告
物
︵
は
り
紙
等
︶

は
︑
街
の
美
観
を
損
ね
ま
す
︒
区
で

は
街
の
良
好
な
景
観
を
守
る
た
め
違

法
な
広
告
物
の
除
却
に
努
め
て
い
ま

す
︒
ま
た
︑
除
却
協
力
員
の
方
々
が

電
柱
等
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
違
法
な

は
り
紙
を
除
却
す
る
活
動
も
実
施
し

て
い
ま
す
︒

今
後
も
美
観
の
維
持
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
︒

▢問
施
設
保
全
課
監
察
係

☎
(
	


�


)
�
�
�
�

正
午
を
合
図
に
�
分
間
の
黙
と
う
が

行
わ
れ
ま
す
︒

区
民
の
皆
さ
ん
に
は
︑
家
庭
や
職

場
で
︑
黙
と
う
を
捧
げ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
︒

▢問
総
務
課
総
務
係

☎
(
	


�
�
)
�
�


�

毎
年
�
月

日
は
﹁
戦
没
者
を
追

15

悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
﹂
で
す
︒

こ
の
日
は
︑
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ

た
数
多
く
の
人
々
を
追
悼
し
︑
平
和

を
祈
念
す
る
こ
と
を
目
的
に
全
国
戦

没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
︑
そ
の
中
で

①
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코토구(江東區) 홈페이지의 게재 정보는 동시 번역으로 보실 수 있습니다. 생활을 위한 정보등은 이쪽을 봐 주십시오.

8／17(日)9：00〜16：00、区役所本庁舎で窓口業務を行います。取り扱い業務の詳細については、各担当窓口にご確認ください。

開
催
し
て
い
ま
す
︒

今
回
の
テ
ー
マ
は
︑
ひ
と
り
で
チ

ャ
レ
ン
ジ
！
﹁
あ
り
が
と
う
弁
当
を

つ
く
ろ
う
！
﹂
で
す
︒
感
謝
の
気
持

ち
を
こ
め
た
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
弁
当
を
募
集
し
ま
す
︒

小
学
生
は
書
類
審
査
の
み
︑
中
学

生
は
書
類
に
よ
る
一
次
審
査
後
︑
調

理
・
試
食
に
よ
る
二
次
審
査
を
行
い

グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し
ま
す
︒
二
次

審
査
に
入
選
し
た
作
品
は
レ
シ
ピ
集

を
作
成
し
︑
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ

も
掲
載
し
ま
す
︒
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
︒

▢人
区
内
在
住
の
小
・
中
学
生

﹇
審
査
﹈一
次
︵
書
類
︶
審
査
後
︑
10

月

日
︵
土
︶
に
二
次
︵
実
際
に
調

11
理
・
試
食
︶
審
査
を
実
施
︒
優
秀
作

区
で
は
︑
江
東
区
食
育
推
進
計
画

︵
第
二
次
︶
に
基
づ
き
︑
食
の
大
切

さ
を
学
び
︑
健
康
づ
く
り
の
基
礎
と

な
る
正
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
目
的
に
︑
小
・
中
学
生
を
対

象
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を

▶
お
弁
当
の
バ
ラ
ン
ス
は
主
食
�
・

副
菜
�
・
主
菜
�
で

区
民
館
は
各
種
会
合
や
グ
ル
ー
プ

活
動
な
ど
︑
区
民
の
皆
さ
ん
の
自
主

的
な
活
動
の
場
︑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
と
し
て
︑
気
軽
に
ご
利
用
で
き
る

施
設
で
す
︒

た
だ
し
︑
営
利
を
目
的
と
す
る
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
︒

﹇
使
用
区
分
﹈午
前
︵
午
前
�
時
～
正

午
︶
︑
午
後
︵
午
後
�
時
～
�
時
︶
︑

夜
間
︵
午
後
�
時
～
�
時
半
︶

﹇
休
館
日
﹈月
曜
︵
祝
日
の
場
合
は
そ

の
翌
日
も
休
館
︶
︑
祝
日
︑
年
末
年

始
▢申
利
用
の
�
か
月
前
か
ら
前
日
ま

で
に
使
用
料
を
添
え
て
︑
利
用
す
る

施
設
の
出
張
所
窓
口
︵
枝
川
・
東
陽

は
区
民
館
︶
へ
直
接
申
し
込
み
︒

品
は

月

日
︵
日
︶
の
食
と
健
康

11

30

展
で
表
彰
式
を
行
い
ま
す
︒

▢締
�
月
�
日
︵
水
︶
必
着

▢申
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

︵
区
役
所
	
階
)
・
保
健
所
・
各
保
健

相
談
所
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
︑
〒

︱

保
健
所
健

135

0016

康
推
進
課
栄
養
指
導
担
当
へ
郵
送
ま

た
は
窓
口
︵
応
募
用
紙
を
配
布
し
て

あ
る
区
立
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
は

学
校
へ
提
出
︶
で

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

焼
き
立
て
パ
ン
を
生
地
か
ら
手
作

り
︒
プ
ロ
の
講
師
が
手
順
を
て
い
ね

い
に
お
教
え
し
ま
す
︒
旬
の
野
菜
を

取
り
入
れ
て
︑
楽
し
く
お
い
し
い
食

生
活
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
︒

▢時
�
月
�
日
︵
土
︶
午
後
�
時
～

�
時

▢場
青
少
年
セ
ン
タ
ー
調
理
室

▢人
区
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
で
18

～

歳
程
度
の
方

人
︵
抽
選
︶

39

12

▢費
�
�
�
円

▢内
旬
な
野
菜
を
取

り
入
れ
た
パ
ン
作
り

▢師
真
野
則
子

︵
パ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ア
ド
バ

ン
ス
︶
▢締
�
月

日
︵
土
︶
必
着

23

▢申
電
話
︑
フ
ァ
ク
ス
︑
は
が
き
ま

た
は
メ
ー
ル
に
①
講
座
名
②
住
所
③

氏
名
︵
ふ
り
が
な
︶
④
年
齢
⑤
電
話

番
号
を
記
入
し
︑
〒

︱

亀
戸
�

136

0071

︱

︱

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

41

16
☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
	

▢ｅ
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5
2
1
6
2
0
@
c
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.k
o
to
.lg
.jp

﹁
老
人
の
日
﹂
は
無
料
開
放

毎
月
�
・

・

日
︵
休
館
日
を

15

25

除
く
午
前
�

時
～
午
後
�

時
︶
は

﹁
老
人
の
日
﹂
と
し
て
︑
和
室
を
無

料
開
放
し
て
い
ま
す
︒

く
つ
ろ
ぎ
の
場
︑
憩
い
の
場
と
し

て
自
由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

▢問
利
用
方
法
な
ど
詳
細
は
︑
お
近

く
の
区
民
館
︵
併
設
区
民
館
は
出
張

所
︶
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
︒

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
水
辺
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が
生
息
し
て
い
ま

す
︒
え
こ
っ
く
る
江
東
敷
地
内
の
ビ

オ
ト
ー
プ
に
生
息
す
る
水
辺
の
生
き

も
の
の
く
ら
し
や
︑
観
察
方
法
を
学

び
ま
す
︒
ま
た
︑
ご
家
庭
で
水
草
等

を
簡
単
に
育
て
ら
れ
る
プ
チ
ア
ク
ア

リ
ウ
ム
を
作
り
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
日
︶
午
前

時
～

21

10

正
午▢場

え
こ
っ
く
る
江
東
︵
潮
見
�
︱

︱

�
︶

29
▢人

歳
以
上
の
方

人
︵
申
込
順
︑

16

15

大
人
�
人
に
対
し
	
人
ま
で
小
・
中

学
生
の
同
伴
可
︶
▢費
�
�
�
円

▢師
株
式
会
社
セ
ル
コ

▢申
�
月

日
︵
金
︶
午
前
�
時
か

15

ら
電
話
で
え
こ
っ
く
る
江
東

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

◀
卓
上
サ
イ
ズ
の
マ
イ
水
族
館

バッタとキリギリスの簡単な見分け方を知

っていますか？形や色が似ているので、見分

けがつかないのではないでしょうか。答えは

触角の長さです。多くのキリギリスは体より

も長い触角をもっています。秋は虫たちが鳴

き始める季節です。虫たちの声に耳をかたむ

けて、自然について考えてみませんか▢時 ▢内

下表のとおり▢場 えこっくる江東(潮見1-29-

7)ほか▢申 8／15(金)9：00から電話でえこっく

る江東☎3644-7130

秋の自然を楽しもう！

�

月
特に記載のない講座は、対象者以外の方(乳幼児等)の入室(参加)はできません。

飲み物、筆記用具、帽
子、雨具等

帽子、飲み物

佐々木洋の「わ
くわく生きもの
たんけん隊」(単
発参加)

持ち物

年長児〜小学生と
その保護者20組40
人(申込順)

草ではがきを作
ろう！

小学生15人(申込順、
小学4年生以下は保
護者同伴、幼児同
伴可)

対象講座名

ワンダーボック
ス「植物のタネ
は動けるの？」

9／14(日)
9：30〜
12：00

9／13(土)
13：30〜
16：30

日程

自然案内人と一緒に親子で身
近な自然を探検しながら、自
然観察をします▢師 佐々木洋
(プロ・ナチュラリスト)

刈り取った草の葉で自分だけ
のオリジナルはがきを作りま
す。

内容

無料

無料

費用

懐中電灯、防虫スプ
レー、かゆみ止め、筆
記用具、雨具、防寒具
(薄手のセーター等)、
長そで・長ズボン・し
っかりした靴(スニー
カー等)着用

無料

秋の草はらでは夜になるとた
くさんの種類の虫たちが鳴き
競います。異なる音色に耳を
すまし鳴く姿を観察します
▢場 荒川・砂町水辺公園▢集 東
京メトロ東西線「南砂町」3番
出口地上

9／13(土)
17：30〜
20：30

秋に鳴く虫観察
会

16歳以上の方15人
(申込順)

小はさみ、三角巾、持
ち帰り用袋

600円

繰り返し使えるエコな綿で円
形座布団(直径45cm)を作り
ます。綿が座布団になる楽し
い体験ができます。

9／20(土)
13：30〜
16：00

円形座布団作り
とふとんの手入
れ法

小学生以上の方各
回5人(先着順、幼
児同伴可)

なし無料

根が張って移動できない植物
が別の場所で芽を出す理由な
ど、植物が仲間を増やす工夫
を遊びながら学びます。所要
20分程度▢申 当日直接会場へ

9／28(日)
①12：00〜
②13：00〜
③14：00〜

小学生以上の方30
人(申込順、小学生
は保護者同伴)

区民館一覧
※机・いす配置時の定員は各区民館へお問い
合わせください

35第1洋室
35第2洋室

100ホール
富岡区民館
(出張所内)
☎3642-8306

定員(人)室名区民館名

月〜金曜
8：30〜
17：00
(祝日、年
末年始を
除く)

申込受付
時間

東陽区民館
☎3645-8651 30洋室

40和室

第1洋室
35第2洋室
40和室
150タウンホール

45第2洋室
55和室

火〜日曜
8：30〜
17：00
(休館日を
除く)

110ホール

枝川区民館
☎3647-6852

35

40和室

120ホール
南砂区民館
(出張所内)
☎3640-5355

45第1洋室

50第2和室

150タウンホール砂町区民館
(出張所内)
☎3644-2181

70第2洋室
45第3洋室
60第1和室

第2洋室
45第3洋室
175タウンホール

小松橋区民館
(出張所内)
☎5606-5581

70第1洋室

25和室
30第1洋室豊洲区民館

(出張所内)
☎3531-6316

45
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